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釧路地方における環境放射線量の調査
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目的
放射線には、α線、β線、電子線、陽子線、

中性子線などの粒子放射線と、X 線、γ線など

の電子放射線が存在する。なかでも、岩石等地

表から発せられたり、或いは宇宙から降り注ぐ

ことにより、我々が自然環境から受ける主な放

射線はγ線である。

2011 年の震災に伴う原発事故以降、大気中に

大量の放射線が拡散し、その影響を調べるため

に、放射線（γ線）量の計測が各地で行われる

ようになった（e.g. 早川 2013）。しかし、福島

から距離が離れるほど、影響は少なくなると予

想されるものの、遠隔地においてそれを示す十

分なデータは存在しない。今回は、福島から約

800 キロ離れ、拡散した放射線の影響がほぼ無

いと予想される北海道釧路地方の空間γ線量の

計測を実施した。

方法
平成 26 年 8 月 20-22 日にかけて、計 20 か所

で環境放射線 ( γ線 ) 量の調査を行った（表 1）。

調査は、電池駆動型携帯用シンチレーション・

カウンタ Mr.Gamma を用い、地表より 1m の高さ

の空間放射線量を計測した。計測に際して、機

器の始動後 3 分以上経過し、数値が安定した後

の値を記録した。また、北緯及び東経に対する

γ線量の回帰分析を行った。

結果
今回調査した中で、最も空間のγ線量が高い

値を示したのは、地点 02 番 琵琶瀬郵便局の

0.040 μ Sv/h で、 最 も 低 い 値 を 示 し た の は、

09 番 釧路町立知方学小学校 (2) の 0.017 μ

Sv/h であった（表 1）。また、これら 20 地点の

平均値は 0.028 μ Sv/h であった。表 2 は、北

緯及び東経に対する各地点のγ線量の回帰分析

の結果である。今回の結果では、北緯に対して

も、東経に対しても有意差は認められなかった。

考察
今回の結果、環境放射線（γ線）量は平均 0.03

μ Sv/h 程度と低い値を示した。また、北緯に

対しても、東経に対しても回帰分析では有意差

が無く、福島に近くなるにつれてγ線量が増加

する傾向は認められなかった。

空間放射線量は地域によって大きく異なる（湊 

2006）が、比較的釧路に近い浦幌町のγ線量に

ついては、既に報告がある。和歌山（2001）は、

1995-1999 年に浦幌町 30 か所で空間のγ線量

調査を行い、最も線量が高い地点で 0.042 μ㏜

/h、最も低い地点では 0.018 μ㏜ /h で、平均

値は約 0.030 μ㏜ /h であることを報告してい

る。

上記の様に、1）南下するに従ってγ線量が増

加する傾向は認められなかったこと、および　

2）2011 年の福島第一原子力発電所の事故以前

の浦幌町のデータと、今回の釧路地方の数値が

ほぼ同程度であったことから、今回計測したγ

線は、震災前から存在する環境放射線であり、

釧路地方は震災に伴う放射線の拡散の影響を受

けていないことが確認された。
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摘要
2014 年 8 月 20 日から 3 日間、北海道釧路地方 20 地点の環境放射線（γ線）量の調査を行った。その結果、計測値

は 0.017-0.040 μ㏜ /h の範囲内で、平均値は 0.028 μ㏜ /h で有った。2011 年 3 月の巨大震災津波による福島第一

原子力発電所の事故後、線量の上昇が認められる地域も知られているが、第一原発から北に約 800km 離れた釧路地方

においては、その影響が無いことが確認された。
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表 ．釧路地方 地点における環境放射線（γ線）量

番号 調査場所 調査日 北緯 東経
放射線量

（μSv/h）
地面

白糠恋問 道の駅 砂

琵琶瀬郵便局 砂

藻散布沼 砂

厚岸グルメパーク アスファルト

厚岸道立自然公園 土

愛冠岬 土

愛冠岬 土

釧路町立知方学小学校 土

釧路町立知方学小学校 土

釧路町立知方学小学校 土

釧路町立知方学小学校 土

釧路市立博物館駐車場 アスファルト

釧路星が浦郵便局 アスファルト

釧路湿原展望台 アスファルト

釧路湿原展望台 アスファルト

鶴居 鶴見台 アスファルト

釧路風林カントリークラブ アスファルト

阿寒丹頂の里 アスファルト

仁々志別簡易郵便局 アスファルト

釧路空港 アスファルト

表 ．北緯、および東経に対する環境放射線（γ線）量の回帰分析

説明変数 目的変数 決定係数（ 値

北緯 線量

東経 線量
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